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症例は79才男性で予習濃轟衡襖且竣年紺に残腎境内都に
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ち,膝脇は著明をこ願鶴 平坦下 し,組織学的にも間質に

形質細胞の浸潤を搾った経癌細胞へ高度の変性脱癖を認

めた,免疫学的にはプ壕注前後で莱嫡流もリンパ球数の増

加を認めたが菅腰痛局所では,むしろ形質細胞の浸潤が

著 しく液後免疫の開賢-が示瞭された.藍た,長胴三周とし

て履注後見2時間最賢瑚こ【議9℃最上の高熱が必発し辛編鼠に

よる親睦痴効果の発現が示瞭された書

手衡不能腎癌例の増加に伴い,免疫賦活剤の内視鏡約

線慶喜当機注療法は今後拳闘こ銑鋼ヨされるべき有効な治療

汁.㍉甘い畑Jl.

鋸 残胃癌の病理学的検討
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茸堅学的糖顔を検討し最下の知鬼を得た.
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二指膿漆脇 (朗例),腎癌 (且5例うでなざれていた (香

歳 ∴ト ∴∴ミ㍗工!1削 圧Ht妻11巨IJ..:‖こ畑日日_!tJj∴ 枠
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同8年L'jJ二の早期癌領5個はき吻合部癒魯迅憾軍縫合部威盟

憾予非断端部癌望3個に分幣膵 れ紅 吻合都癌は翰彦浅与駒場ij

をこ苧非断端部癌は車噂機r匿好発 L,基に隆起型痛と分化

型癌が多かった.語)全割例且9個のうち吻合部癌洩個は

稜々の程度の吻合部一督衆粘膜をこ,射関は橡′小母の程度の腺

上皮化生粘膜に西護れていた.腸上皮化生腺管が吻合部

腎顔粘膜をこ出現する程度と頻度は極めて低かった一前者

趨個瑚轟は吻合部関東粘膜から乍後者8職の癌は吻合都

腎炎のない粘膜から発生 した可能性が高い加

射 腎潰療治療をこおける胃粘膜像が封凝視鎧所 見
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新潟地区胃療病
治療研究ダル-
プ

最近 ‡要望プロッカ-の蛙El硯で,漁脇の治癒期間の短

縮化の反面,療痕組織の不整や発赤,隆起療病などが高

率に認められる,これらの不完全な激脇療痕を改善し

白色療癌化を促進すると言われているテプレjン/を腎潰

轟をこ橡欄し辛再生上肢佃 こ.ついて内祝級をこよる観察を行qっ

ノソを加えた群と虻分け,簡易割付をし,静間比較をし

た知内視線観察を行い得た症例はテプレノン群且9鍬 H諾

慶の治癒速度には叢は窺いが,ラニプレノソを加えた群で

は潰轟療痕の白色化が早く,喜首記ステ--ジでも野生土成

は白色となっている症例が殆どであったヴこれをこ反し H望

プU､ソか-単独群では境界鮮明な赤色塵痕が濃く残 り,

ずじこ状の隆起や不整な再生 し皮が多かったすまた写

例では隆起塵痕が見られた.

結論として芦テプレノソは漁場の療痘佃 こ優れた働き

を示すことが判明むノた食

した 漂うouver離 症候群UH 例

馳 根 痛 藤 か .6錯 剛踊 院ラ松浦 徳雄

由井 段太 く 閲 外科 )

鎗水 力 を緊濁 賓寮 学譲

症例は後転才下女.輝姓で発症,内視鏡で幽門狭窄と診

断され入院 Lた｡董要望プuソか -の陵欄で改善なく,幽

門輪をこカテ-テルをそうAと了この十二指腸遺影,二r∴ト-

(1十 川し'甘 ∴J＼.リ目上-t匪'トート -:肝世虹 抹1冊1雄'i

殿駿と診断し 手櫓を施行Lた中限のうは高度に萎縮 し

球部と療孔を形成 してお蛋ブ亨球部内に,胆石が猟頓してい

たf鼠球部後壁にこ基部のある隔壁様の舌状昭隆義窪を認姦転

切除予組織学的に管陵内懇鼠と診断したやこの存在の為

｢隼17:::･再言上【_軒加工 H川ハ･'Lri､tjJ再現巨},Lj.I.?,I-.li,(-､

であった.文献的をこ本症院群は本邦3･例臥 球部の管鰹

内懇憂げ)観望㌻は髄めてと極めて稀な症例であった.

射 手術によらない胆道結石除去桁を行 った

二二症 桝

笠笑 覧霞 :票窒素謂 斬 災病院3

胆道結石症の治療はき過去浅望網潤 や手術療法が圭流

を占めてきたが,近勘 非手術的胆遺結石摘出術が多く

の施設で試みられるようにかなった.最近私共の施設でも,

望鮎 こ行い,満足すべき結果を将た殿で報告する一症例

1は,72才女性,肝内結石症,着後区域枝にど系石3ケ

あ畑 ㌣FCSにて望紺 をこ拡張後サ胆道鏡約をこ電態水圧衝
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才女性,限藤娘管結石症夕太 腸 穿 孔 の 粟術 後 平 胆 嚢 衆を

発症し/∴ 附賂結flJ言Iylt｢〔'Lq iL'/-I:I:. 1～うI/∴鉱 .転座 . ト二.q｣

J.て砕1㌦ j師侶 上.紘.F世 胃二結 圧 :こll二L<rl｢( ､上 潮 -出 し

た,非手術的胆道結石摘出 術 をこぼ 号 侶 諾STで 砕 石 バ ス

法とがある.成功率は,後 者 が す く,､れ て お り, ほ とん ど

全ての結石を除去できる良砕 石 器 具 と して は , 砕 石 バ ス

ケットが手軽であるが,効 果 は 既苦言L が 巌 もす ぐれ て

おり予安登である.結石再 発 , 胆 嚢 癌 の 発 教 は 亨 今 後 の

問題として残されている,
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症例は38歳,女性,主訴 は 上腹 部 痛 轟背 部痛 . 昭 和 62

年3月来ず胆石発作を反復 す るた め ､騨 匿 入 院 ｡ 胆 石症

の診断で加療したが,監RCP 施 行 時 をこ 仁 二指 鱗 下 拍 野

内偽uに管腔翻こ嚢状をこ突出 す る憩 室 を認 め た す 造 影 をこよ

り周囲をこ薄い透亮像を着す る洋 梨 状 の バ リウムの 貯 留 が

号∴上 総粧榊1日予行 .+:_ 仙 r:11日m血 11 (hlい(1州 こIl

diveyLtieu農um と診断した｡ ま た 腺 lul転 異常 も 合 併 して

いたや当弘志第且外翻かこて胆 摘 衝 感憩 室 摘 除 衝 と施 行 , 摘

出された憩室壁をこぼ紺有筋 層 は 認 め な か -〕た*

養症は胎生期をこ遇残Lた 不 完 全 十 二指 腸 隔 膜 の椙堰蔓に

より形成されるものとされ 9 本 例 が 本 邦29例 茎三の 報 告 で

ある.

8)微か十二指腸癌釣 逐例
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62歳牙j捌塗.不整脈等で 当 院 循 環 器 内翻 で 加 療 中 , 健

診とLて浸98冒隼招月壊乱 E:二部 業線 検 査 を 行 い , 十 二 指

腸球部の変形を認め精査の た め 内祝 銘 検 査 を 施 行 した V

十二指腸球部の変形をこ加え , 下 行 脚 の 乳 頭 下部 に軽 度 の

隆起を着する直径 蝕m弱の 病 変 を 認 め ヨ 内視 鏡 直 視 下

生検にて高分化型腺癌と診 断 され た 平 埜 化 学 的 検 査 及 び

画像診断を含め,十二指腸 第 二 部 瑚 あと診 断 し鰐 頭 十 二

LIL川
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管 , 病 理 綴織学的をこぼ高分化型腺癌ヲ深速度はmで リン

パ 節 転 移 は 認めなか-つた.

9) 早 期 十 二 指腸 乳頭部癌の 旦伊Ej
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節 目毒 草 寿 睡神谷岳太郎
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症 例 59才 男 . 感 冒様症状 専心窟部痛 ･腹部膨満感

を 主 訴 と して 近 医 を 受 診 し 精蜜の結果十二指腸乳頭部

癌 を疑 わ れ 予 当院 をこ紹 介 され た,蔑垣を含めて血液学的

かこ巣 常 所 見は 認 め られ な か った .低緊張性十二指腰威影 歯

施 療 型 の 十 二指 腸 乳 頭 部癌 (高 分 化 型乳頭状腺癌うで治

癒 切 除 可能 と判 断 して 鮮 頭 十 二指 腸 切除術を施行 した姓

組 織 学 的 に は 乳 頭 部胆 管 発 饗 が 疑 わ れ 進達度は粘経勘勾

まで で 脈 管 系 - 浸 潤 感リンパ 節 移 転 は な く畢願癌と考え

られ た . 十 二指 腸 乳 頭 部 癌 は そ の 解 剖 学 的 特 徴から早期

に症 状 的 裏硯 L治 癒 切 除 可 能 な例 が 多 い と きれ て いるが,

畢 期 癌 の 率 に は 典型 的 な症 状 を 欠 く もの も あ る女 腹病 身

発 熱 が初 期 症 状 とな る もの も多 く注 意 が必 要 と思 わ れ た平

10) 肝 転 移 に て 発 は さ れ 長 期 生 存 中 の
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G?)i例

東 野 隆 史 帝成 滞 棒 太 郎

渡 辺 俊 明 藤野 本 業

右 目 廿 ､( ･ トロ 川 畑

苗 u讃 文 弘

吉川 明
＼J

∴舵裏

目

車

内

連投

院

HHHM日仏
l嗣削川

和
Ⅶt和昭

二宮 洛 膝 ii警協 ←学 )

症 例 は鵬 才 , 身 性 . 主 訴 は 心 髄 部 痛 で あ る. 昭 和 58年

5月 声 糖 尿 病 の こブン トロー ル 巨封翻 こ爪当 院 第 2内 翻 入 院 し

十 ･ ･̀､ド.廿 tl- ;･(;'Tll' .二二 I_jAt-ら.丹 粋と L_Ll号 ･認 (t㍉ト･_. 蟻

転 移 を 伴 う鮮 癌 の 診 断 を得 た 計 昭 和 宿望寧 9月 , 心 窟 部 痛

が 出 現 し糖 蜜 聴加 療 目的 に て 当糾 Å 院 と な った . 当 糾 入

院 後 , 腹 部 CT 等 で 肝 腰 痛 は 増 大 して い た が , 静 は 著

変 な か った . 肝 転 移 巣 をこ対 し生 検 を 施 行 し, ダ リメ リウ

呆染 色 陽 性 の 分 泌 腐 粒 を認 め た か 血 中 ホ ル モ ンで は 有 意

な 上 界 を認 め た もの は な く, 以 上 よ り momfumeも通 れimg

i轟 l(､HlL.nrCin川11:i ､㌦宮 畑 し, 畔 癌 こ1､詰 折 渡. ･1十 9

ケ 月 を経 過 した 現 在 も経 過 良 好 で あ る.
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